
1

2

重
点
目
標

【
Ｐ

】

取
組
の
状
況

【
Ｄ

】

取
組
の
成
果
と
課
題

（
評
価
結
果

【
Ｃ

】
）

次
年
度
に
向
け
て
の

改
善
方
法

【
Ａ

】

3

令和元年度　自己評価書

学校名 　　　　　　　　　　　　和歌山市立貴志南小学校

教育目標

作成日 令和2年3月13日

校長氏名

大きく豊かな心 確かな学力開かれた学校

・年々、個別の支援を必要とする児童が多くなっている。来年度はどれだけの教員を充てられるかは未定だが、大勢の中より個別の指導が望ましい
児童のために努力したい。また、関係機関と連携をとりながら、その子にとって最善の環境を提供していきたい。
・教室の空調設備が稼働し、児童全員の机・椅子が新調でき、全教室に大型モニターが入ってICT活用した授業が行い易くなったことで学力向上に
つながった。今年度はトイレの洋式化工事が完成予定。
・コミュニティスクールを導入し、地域・保護者の方々の来校が増えた。

その他の課題

・あいさつは児童会や先生によるあ
いさつ運動により活発になった。見守
り隊の方々も積極的に挨拶を促して
くださっている。民生児童委員のあい
さつ運動は、より効果を上げている。
・「いじめアンケート」に加え、QU調
査により、児童の関係性の把握に努
め、より高い結果が得られた。学校生
活満足群３学期85％で目標達成。
・「学校が楽しい」「命の大切さを教
わっている」は各93％、95％で共に
目標達成。
・低学年部や人権教育部の論文が
市の審査会で「優秀賞」受賞。

・個別の指導は、成果は認められるもの
の、教員数の関係で必要最低限の時間数
である。
・「九九階段」「いろは階段」やデジタルサイ
ネージで学習クイズ等の学習環境づくり。
・学生ボランティアによる授業補助、外部講
師の「出前授業」は普段の授業が活性化。
・放課後フォローアップ事業で支援員・学
生ボランティアと担任の補充学習は有効。
・学習方法だけでなく、学習環境も「貴志南
スタンダード」が確立されつつある。
・評価アンケート「勉強がわかる」は84％で
ほぼ達成。
・学力調査等の無答率解消は、6年生は達
成。5年生は不可、4年生はほぼ達成。

・学級懇談会の参加が少ないので、
学級だより等の研究をし、より分かり
やすい広報について研究する。
・育友会と子どもセンターで見守り隊
の方に謝意を示す「餅つき大会」など
を広めていきたい。
・特別支援学級の初詣体験のように
地域素材を教材化し開発するよう努
める。
・「学校運営協議会」で提案された
「図書ボランティア」は引き続き、次年
度へつなげたい。

・ＨＰの活用
・児童集会への参加啓発
・育友会行事、子どもセンター事業へ
の参加啓発
・地域の人材の活用
・体験活動の重視
・行事等の広報活動
・学校開放月間の広報活動
・「貴志の教育を高める会」「貴志地域
共育コミュニティ」の活用
・コミュニティスクール制度の活用

・図書ボランティアを募り、「うちど
く」をはじめとする読書の推進
・ペア学年活動や仲間づくりの活
動の工夫（運動会種目でのペア活
動等）
・生活習慣の確立
・あいさつ・整頓の励行
・体験活動の重視
・QU等アンケート調査の実施
・特別支援学校等の講師を招聘し
ての教職員研修会の実施。

・食事前の手洗い、夜の歯磨きな
どは、習慣づいている。「朝食をと
る」は88.9％で目標に及ばず。就
寝時刻は遅い子が多く、睡眠不
足、遅刻につながっている。
・盲学校の協力を得て視機能検査
を希望児童に実施
・ミニバスケットボールは大勢加入
して活発だが、陸上は参加児童が
減りつつある。
・ネットトラブルについては、警察や
少年センター等を招聘しての授業
は効果があった。

・「わかる授業」は今後もアンケート
評価100％目指し研修等を通じ授業
力を高めたい。
・今後も、あらゆる子どものために環
境や授業のユニバーサルデザイン
化を図ることを基本としたい。
・道徳・外国語の教科化、中学年の
外国語活動に伴い、指導力の育成
を進める。
・来年度に向けて計画している学用
品統一の実施の徹底とその検証が
大切。

・「早寝､早起き､朝ごはん」を推奨する。
・視力低下、乱視・斜視傾向が増加。
・「わんわん貯金」を活用し、生活 習慣
の見直しを図る。
・体力つくりを一層促進し、記録会 や
大会参加を促して体力の向上を図る。
・性教育を一層推進する。
・着衣泳、避難訓練や交通安全教室を
計画的 に行い、危機対応能力を育成
する。
・医師等によるアレルギーや救命にか
かる職員研修会の実施。

・教育活動の公開のためのHPは
1年間で「21000回」の閲覧回数で
目標達成。
・地元の農家の方に指導していた
だいた野菜作り、米作りは体験を
通した学びを得られた。
・育友会や子どもセンター主催の
「夏祭り」「餅つき大会」「親子ドッ
ジ大会」など参加者が激増した。
保護者・地域の方々の参加を得、
交流が深まった。
・集会等では多くの保護者に参
加・参観いただけた。

・関係機関や支援学校等の連携をさらに
強め、特性ある児童の教育環境を整えて
いく。
・特別支援学級との交流を更に活性化し
て、児童への障害者理解を促進していく。
・「特別の教科　道徳」の授業の充実を図
ると共に、特別活動・総合的な学習の時
間・生活科など体験を通じて、実践力を養
う。また、意欲につながる評価についても
研究していく。
・アンケート等の結果からは読書量の減少
は改善されつつあるが2極化している。特
に家庭での読書時間確保の協力を仰ぐ

たくましく健やかな体

　　　　　　　　　　　　　　　犬塚　博志　　

・「わんわん貯金」を行うこと自体が、
子どもたち自身、改善意欲につな
がっている。頻度を上げるか長期の
調査にするなど試行してみる。
・実際に地震が起きた時に、反射的
に身の安全を確保できる児童が増え
てきたが、家庭で災害にあった時の
対応については、指導を強化する方
向で。
・不登校児童の状況は改善されてい
るが予断は許さない。

２１世紀に生きる望ましい人間像をめざし、一人ひとりの子どもの主体性・創造性を養い、心身ともに健康で、豊かな人間性や社会性
のある子どもの育成を目指す。
　　　　　　　　　　　　　―たくましい子、やさしい子、考える子―

本年度の取組についての評価

・漢字博士検定の実施
・補習学習（放課後・夏休み等）
・各教科指導で「書く・聞く・話す」に重点
をおく。
・取り出し指導等個に応じた学習の導入
・小グループ学習の導入
・体験を通した学習の重視
・学習習慣、学習環境の確立
・和歌山大学教育実習生を受け入れ。
・研究のまとめを作成する。
・特別支援学校との連携による指導方法
のOJT実施。

◎家庭・地域との連携充実

◎保幼小の接続、中学校区

における学校間連携の推進

〇地域の資源活用の推進

◎体力向上の推進

◎基本的生活習慣の確立

〇危機回避能力の育成

◎いじめの未然防止、早期発見

◎インクルーシブ教育の普及

〇道徳・人権教育の充実

◎基礎・基本の確かな定着

◎子供主体の授業の推進

〇家庭学習の定着

〇読書活動の推進


